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の誘導ミ賓験的検討
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Induction of Calculating Formulae for the

Stresses of Ring Under Compressive Loading

and Check by Photo-elastic Studies

By Chisato Matsuiand HisashiUuchida

Taga Works,HitachiLaboratory,Hitachi,Ltd.

Abstract

Calculating formulae oftheriIlgundercompressiveloadingwereinducedfrom

the theory of curved beam and they were con如med by photo-elastic studies

thatin thecase wherethe ratiooftheinnerdiameter to the outer diameter was

greater tトan O.6,the calculated values of stresses by the theoreticalformulae

agreeded relatively wellwith the experimentalvalues.

Furthermore,Calculating formulae for the stressesoftheprincipalparts,q.,

q望,q;;and Q4,Were Simplified by approximate calculation,and following prac-

ticalcalculatingformulae wereintroduced,Whichis usable only when the ratio

Of thediameteris greater than O.6

げ=.打.

P

′

J.ハ

Wh.ere

.打=CoefBcient
to be determined by the ratio of theinner

diameter to the outer one.

P=Compressiveload.

D=Outer diameter of the rir)g.

b二Width of the riIlg.

Tトenthe results of calculation of the coe伍cient Kwere shownin diagrams

as referentialmaterials forits application.

[l]緒 ~ぎ

第1固の如き直径方向の墜縮荷歪を受ける囲環の贋力

計算に託ては倉西氏(1)両日氏笹尤び Gleiger und Schq

日立製作所多賀工場

日立製作所日立研究所

eelし3｣氏等の著言及びHoager氏〔4)によって述べられ

ているが は曲り梁理論により誘導した基太式を光

膵性賢漁により検討した結果､固環の内径と外琵の比が

0･611｣二の場合には理論式による数値と蜜除数値が比較

的良く適合十ることを椰謁した｡

更に理論式による第1国の恥 A/,Bプ B/報等の主
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第1固

Fig.1

評 論

(A)

歴縮荷重を受ける状態の固環

Rings on Condition that Subjected

to Compressive Loading.

安部分の麿力♂1,♂2,♂3,J｡の計算式を近似計算によつ

て簡単化し､内径と外径の比が0,6以上の場合に適用さ

れる簡易な貿用計算式を 導し､若干の数値

囲表で示して摩周上の参考資料とした｡

･算結果を

[Ⅱ]基本式の誘導と光弾性賓験

(り 基本式の誘導

第1圃(A)の如き荷重状態に於ける垣H芸の各部分の

應力を計算するのに曲り梁理論を用いて基本式を誘導し

た｡

即ち固窃の帽ムが割合に短いものでこの方向の暦力ほ

無視Lて所謂平面 力の問題とLて取扱つじ｡第1圏

(A)の荷重状態に於てほ既環の科b断面に封して上下

封構であるから第1圃(B)の如く上手分に託て考慮す

る｡荷重アによる任意の断面5ぶ/に生ずる全琴曲モー

メソt 〟は

〃=〟.一号(ト呵)……………･(1)
次に曲り染理論による種々の計算操作を経て

J㌘~宣〈一禦一号+-を(告一号･号cos亜0
‥‥‥‥‥‥(2)

喜に ガ=弾性係数

′=断面積(即ち む×九)

γ=囲環の中立軸半径

た=断面換算係数､第1圏の如くムx九なる垣

第33巻 第4宝虎

形断面の場合は下記の如くである｡

た=i(÷)2+÷(`十÷(
十
‥(3)

以上の(1),(2)式により未知の攣曲モーメソト〃ぷ

を求めると

JJ､･
………………(4)

(4)式を(1)式に代入すると

〃= 空_′
2
COS¢一

…………‥(5)

(5)式を用い第1圃(B)の角度甲

より 〃なる距離の部分に誘起する際力

導すると次式の如くなる｡

♂=一志[÷(晒一

この一般式を用い内径と外径の比

場 の囲環の断面内に

の断面の中立軸

♂の計算式を誘

･‥‥‥･‥(6)

が0.666 の

起する應力の状態を計算Lて第

臥こ京した｡囲に於て中心繍や右側に鷹力分布曲線を

記入し､左側には(5)式による鸞曲モーメソトの状態

を計算して図示Lた｡第2園の分布曲線iこ裁て若干補足

説明を加えると麿力分･布曲線の場合ヽ 内周の

ββ'断面帯芯力分布曲線

力分布曲

､ヽ-､

第2園 庭力及び攣曲モーメント分布状態固

(意=0･666の場合)
Fig.2 Scheme of Stress and Bending

Moment Distribution.

(意=0･666) ヽ
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繍ほわαdで外周のそれはわ/α/d/である｡曲線わαdに

於て内周βAヱ)の内側にある部分は医縮應力を生じてい

ることを意味し､内周βAヱ)の外側にある部分ほ引張暦

力の生じていることを指示するものである｡曲線み/α/d′

の場合も同様な表現法を用いている｡ 曲モーメソト分

布曲線に於てほ中心線より内側にある部分には曲率を滅

ずる傾向の

ほ曲

曲モーメソ1､が作用し､外側にある部分に

を増す傾向の 曲モーメソ下が作用している_こと

を指戻するものである｡これらの

AA/断面(¢=0)及びββ/断面

重要であるからそれぞれの

果より判るように､

(p=÷)の力が

界條件を入れて甲=0及び

ダ=万一の断面の内周及び外周に誘起する暦力♂1,♂2,

♂3,♂｡を計算すると次式を得る｡

ド
∵
む
∵
∴
､
｡
｣

型

〕苅

(
b
‥

柑
β
β
7
∫
∫

〃

3

〃
朗
郎
舶
朗

即

′ 節3固 係数Cの囲未

Fig.3 Diagram of Coe缶cint C.

♂1=

♂2=

♂8=

♂4二

真如こ

P l.14竹も(1+た)+2鬼

打む九 2た(1+た)(1-7れ)

P l.14刑(1+ん)一2ん

打むゐ 2た(1+た)(1+刑)

P 肋-た(1一肌)

花ゎん た(1+た)(1一別)

P 研+た(1+椚)

一‥ニ=-Cl一志
………･(7)

=C2一芸一
………･(8)

=C3一志-‥(9)
打む九 ゐ(1+た)(1+肌)

α

JJJ

J■

1一耽

1+解
ケl==

=-C｡

………･(10)

d

i｢=

1一肌

1+ケ托

これらの♂1,♂2,♂a,♂｡に封癒する係数Cl,C2,CB,C4

を程々の弟値のに封して計算し第3囲に示した｡この

結果より應力の大小順位を定めると下記の如くである｡

犯く0.27 ♂1>♂3>♂4>♂2

0.27<硯く0.61 ♂8>♂1>♂｡>♂2

0.61<耽く1 ♂3>♂｡>♂1>♂2

……‥(11)

(2)光弾性賓張による榛討

以上述べた基木式を光弾性雪駄により検討してみた｡

即ち厚さ 7▲45mmのフユノライ1､板より外囲70mm

の囲板を切り取り中心に孔を明け園環の内琵と外径の比

d/かが0.2,0.3,0.45,0.55,0.67,及び0.80 にな

る如く試験片寸法を選憧した｡材料の光弾性

0.735である｡

皮 α=

この試験片を100kgバネ秤付荷重装置により上下よ

り平行矩形梁をもって堅縮荷重を加え､この場合の等邑

練及び等傾税を偏光装置により撮影し各部の願力分布及

び腰カの方向を求めた｡代表的な等色兢囲を第4圏

(意ニ0･3,P=50kg),第5圃(一芸--=0･お,P=50kg)

第6匡l

=5kg

‡=0･67･P=3叫那圃措=0･8,P

iこ示し一等傾線及び主麿力線囲を第8圏に表し

た｡これらの等色素泉寓眞及び材料の感度より囲環督粘の

カを算出Lて第1表及び第9圏iこ示した｡荷重窯占の應
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第1末 光弓軍性案翰結果よ育つ算出した應力(kgノ′cmヱ)

Table･1Stresses Calculales from Experiments

On Photo-elasticity.

♂1 (72 ♂3

0.2

0.3

0.45

0.55

0.67

0.8

67.2

70.7

97.2

132

14i.

58.3

2.35

12.4

26.5

51.2

72.5

42

備考 荷重は

d/∂=0.67の場合 P=30kg

d/か=0.8 の場合 P=5■kg

其他は仝･て P=50kg

力即ち♂｡はf撃力集中が大きく測宕誤差も割合に大きく

なることが免れず､荷重5kg では各軍占の縞矢数が低く

測定誤 も大きく入り易いので肉厚の大なる場合はこの

測竃値は省略した｡♂2 の部分の縞次数測憩こも多少の

誤差は免れないが♂｡及び♂1け瓢分はかなり正副に測

走出釆た｡以上の賓威結果より求められた代表的な国章

の内外周縁應力分布及び主懸力差分布をそj~しぞれ第10,

‖,12,13圏に示した｡

(3)書法数個と基本式による計算数値との適合性桧

討

第2表に光弾性車扱より測定された各部の應力と(7),

第4固

Fig.4

圃場の 等色緑園

d/β=0.3 P=50kg

Isochromatic Fringe

Photograph of Ring.

22

第33巻 第4競

節5園 囲窃の等色緑園 d/β=0.55 P=50kg

Fig.5Isochromatic Fringe Photograph of Ring.

第6開 園窺の等色線固 d/β=0.67 P=30kg

Fig.6Isochromatic FriIlge Photograph of Ring.

節7周 囲環の等色線固 d/β=0.月 P=5kg

Fig･7‡sochromatic Fringe Photogl･aph of Ring.

ヽ
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節8固 等傾線及び主應力線囲

Fig.8Isoclinics and Lines of

PrincipalStressin Ring･

第2表 願力の賓験伍と計算値及びその比率

Table2.Ratis between Calculates&Experimental

Values of Stress.

♂】

･J⊥

･J

(a)箕輪情･67･2

(b)計算伯 61･2

比率(a/b)■1･10

(a)賛頗価

(b)計算値

比率(a/b■)

(aト基験植

(b)■計算植

比率(aノb)

(a)塞醸植

(b)計算値19.1

比率(a/b)一

備考 應力の畢イ)ンニほ

′

‡∴二∴‥三‥-∵∴∵
1.067:1.0341.0151.083.1.035

12.4･26.5■ 51.2

12.7 25.8 48.6

0.9761.027.1.052

72.5 42

69 39.6

1.05 1.061

106 162 184

･112い75190･20.948;0.926 0.966

31.4 67.2 1ユ2

kg/Cm2

(8),(9),(10)式により

比率を記載した｡,

塀された数値､及び両者の

瞼を栄職｣レし

.
■
.
.
｣

二 すると鴬験値と計

▲こ.1

匂/伽2

と茸験的検討 26ご3

算伯との間には硯=0.2の場合の〃壱の値

を除くとその他は賃験範囲の硯=0･2～0･8

で最大許容誤差±10クる以内で適合するこ

とが判明した｡)

次に(6)式より内周及び外周で暦力が

零となる断面位置の角旺を計算し嘗験結果

節3乗 艇力写となる角斑の箕輪伯と

計算値

Table3.Calculates&ExperimentaI

Values of Anglesin Zero Stress.

の

∴

のイの l の の

直

⑳
トの ⑳｢巧

の~P

ヽ _

節9固

Fig.9

､

､●

､

円還の内径と外径の比抑

占Z7 ♂∂■

各部の應力の貨放伐

ExperimentalValues of Stress

in Any Point.
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左上

第10固

周遊應力分布圃

Fig.10

Distribution

Of Contour

Stresses.

左下

め2 夢11囲

周遽魔力分布固

Fig.11

Distribution

Of Contour

Stresses.

右上

第12固

各更新両の應力分

布(主應力差)

Fig.12

Distribl止ion

Of the Diffe-

renceofPrinci_

paIStresses at

Any Sections.

右下

妨2 夢13固

各断簡の願力分

布(主 カ差)
Fig.13

Dis仕1bution

of theI)iffere-

nce`of Prinic.

jpalStressesat

Any Sections.
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と封照Lて第3表に示した｡この場合の計算は

内周の場合

外周の場合

P

‡〈cos甲一定(1三た)〉ト1竺諒)

･･………･(12)

｢÷(cosp【再三す〉(.＼ノα■扁

………‥･(13)

として甲を求めたものである｡この結果によると適合

度を角度の差が1皮内外で判定するならば内周では町が

0･45以上の場合によく適合し､外周では硯が0.67以

上の場創こよく適合することが認められた｡

次に貿験結果より♂1,♂2,♂3,♂｡の大きさの順序を検討

してみると理論式によれば(11)の如き関係となるが光

弾性室瞼結果によると荷重粘の願力♂｡を除外すると第

9匡はり

<0.38～0.40の場合

ヱ)

となり荷

>0.38～0.40の場合

重j

三ヨ‥(14)
の願力♂｡は測定誤差が相々大きいと考え

られるがこれを順位に加えると

ヱ)
<0.38-0.40の場合

0.67>
ヱ)

♂｡>♂1>♂3>♂2

>0.38～0.40の場合 ♂｡>♂a>♂ユ>♂ヱ

0･80>篭>0･67の場合

♂1=-

♂2=

■J､.l

♂4=一

3P(1+硯)3

汀bd(1一項8

3f)(1+耽)8

汀もか(1一犯)3

3f,(1+腑)2

加d(1一犯)2

3P(1+耽)3

打わβ(1一呵2

然るに近似計算では

♂3>♂｡>♂1>毎

‥･‥‥‥■(15)

となる｡(11),(14),(15)の結果を考察すると♂｡を除

けば大鰹d/βが0.40以上になると彗瞼値と理論計算

値とが近付いてくることが判明Lた｡

以上の結果を綜合すると曲り染理論より誘導した基本

式は叫βが0.6以上の場合に用いて差支えないことが

明らかにされた｡

[Ⅲ]賓用計算式の誘導とその誤差検討

(り 費用計算式の誘導

前記(3)式のんの式に放て第1項丈けを用いた場

合の相封誤差ほ第14圏に示す如き傾向を呈し､相封誤

差5%の黙を求めるとd/β≒0.56となり大腰dル)が

(
景
)
瑚
鰭
.
た
二
業

】

L

l

】

ト
1

卜

l

】
l

†~∃
トーー

l

I

l

l
l

､

-

‥∴
∴､･･･●･･･ ∴.-ゝ.7 ∴､

オ/∠フ=花

第14固 たの相封誤差曲線

Fig.14 Relative Error CurveS Of k.

0･6以上の場合には相封誤差が5%以下となることが認

められる｡したがって(7),(8),(9),(10)の各式

にゐ=÷(÷)皇
0.82-0.25昭一0.25が｣0.32が

1+2硯+2γ乙2+詭a

0.32+0.25ケ乙+0.25ヶ乙2-0.82ヶ13

1十2ヶ乙+2†l2+鶴う

1一が

4(1+耽+耽2)

＼
-
､
-
ノ

〈1+4(1霊場空)〉

を代入L整理すると下式を得る｡

…………･･‥･‥‥‥‥‥‥‥･‥････(16)
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(!ナ解)
(1一犯)

(1+鶴)

(1一光)

1一硯2

立

(0.82-0.25サト0.25ヶ鼠2-0.32が')

(1+2硯+2γ乙2+硯3)

(0･32+0･2早場ナ0･25ヶ乙2-0･82†乙竺)
(1+2硯+2サ乞2+れ3)

4(1+硯+硯2)

1一光2

4(1+耽+れ2)

)･≒0･8+0･2彿………･(22)

≒1.2-0.2γい……‥-(23)

評 論 第33巻 第4芸虎

≒0･78-0･22ヶ乙……………………………･(20)

≒0･36+0･215γ乙 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥…･‥･･…･(21)

♂2=

♂a=

1･空車里(】二十竺)ヲ
打む∂(1-れ)2

…………=‥･‥･(29)

と置き得るから(20),(21),(22),(23)式をそれぞれ

(16),(17),(18),(19)式に代入すると下記の簡単な

式となる｡

3P(1+竹)2
♂1=

♂2=

♂3=

一言i､･

打わd(1一朋)2

3P(1+閑)2

花わβ(1一光)2

3P(1+刑)2

汀わd(1一服)2

3j)(1+犯)2

打みβ(1一硯)2

(0.78-0.22れ)……‥(24)

(0.36+0.215†乙)……(25)

(0.8十0.27乙)………･(26)

(1｣2-0.2†乙)･……‥･(27)

叉解=1の極限の場合には(24),(25),(26),(27)

式は更に簡層化され下記の如くなる｡

1.68P(1+鶴)2
♂1=-

打わd(1一犯)2
………………‥(28)

(7)式は ♂1=-gl

(8)式は ♂2= 好2

(9)式は ♂3= g3

(10)式は ♂｡=一定｡

以下同様に

(24)式の

(25)式の

(26)式の

(27)式の

′
-
/
＼
l
l

足｡-

/Jノン
重宝にgl=

真如こ･g2=

重責にだ3

故に~.吼

(1t竺)2

(1-71)2

(1+れ)2

(1一肌)2

(1十鶴)雲

(1一弟)2

(1+硯)2

(1-†乙)ヨ

(.1+硯)2

(1一ノ柁)2

L〇271

♂4=→

_翠(1+呵2汀bd(1一犯)2

3P(1十竹)2

汀むβ(1一咋)2

……･･…………‥(30)

……･t…･･…‥･‥･(31)

即ち(28),(が),(30),(31)式は肉厚の薄い囲環の

場合に用いられ得ることになる｡

(2)費用計算式の基本式に封する誤差検討

第14匡lの㌧だ 相の 誤差曲線より襲用計算式の誤差

の程覿よ大鮭推定されるが結合計算による誤差を再検討

Lで左よう｡(7),(8),(9),(10),(24),(25),(26)･

(27),(28),(29),(30),(31)の諸式を次式の如く攣換

し係数gを数値計算してそれぞれ比較検討しでんた｡

♂=茸･--£-…………‥･…………‥･(32)･
例えば

蝕+1.14研(1+ん)

打た(1-弟)(1+た)(1一肌)

1.14m(1+た)一蝕

打た(1一光)(1+た)(1ミ†●′′.)･
2‡研一克(1一隅)‡

(1-∵托)(1十た)(1一っ}l)

2tヶ托+た(1+肌)‡

打た(1一硯)(1十ん)(1+肋)

-(0･7紅0･22ヶt)〉=gll
･(0.36+0.215†l)

‥(33)

……………………‥(34)

……………………‥(35)

…………………‥(36)

……………………‥･…‥‥(37)

=g21……………………………･(38)

･(0･8+0･2侃)〉=g81………‥･……………………‥(39)

･(1･2-0･2ヶl)‡=軋1………………………………‥(40)

〉=だ19……･･…‥･･‥‥･………………･･………･(41)
(1+弟)2

(1十弟)2 …………………………………‥(42)
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(30~)式の

(31)式の

弟Igl

0.6116.07

(100)

0.9こ 225.7

(100)

g3=〈ヱ
g4=〈-≡
節 4 未

〔1十呵三
(1一光)2

(1+竹)2

(1-弟)2

=ga2…………………………………………･･(43)

･(44)
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係 数 好 の 計 算 値 の 比 較 表

Table4.Conparison between Calculates Valueo of Caefficient K･

gll

16.5

(102.5)

27.42

(101.5)

58.4

26.28

(97.4)

58.01

(99.2)(98.6)

222.9■ 229.8

(粥.8)1(101.8)

備考: 上表に於て

弟が0.6,0.7

0.8,0.9,の場

合につき前記係

数gの l

を第4表に示し

た｡表中に併記

した基本式の

係数に封する比

率を検討すると

(37)～(40)式の

+
小計場の式似

脱が0.6以上に

於て最大相封誤

差5ヲる以内であ

ることが認めら

れる｡叉(41)～

(44)式の場合の

節15I固 体

gの圃表

■

Fig.15 Diag-

ram ofCoe庁i【

cient g.

､
.
-
･
･
J

こく､

7.472

(104.5)

15.67

(102.5)

41.15

(99.5)

190.8

(99.9)

乳25 L

22.48

(115.4)(100)

16.56

(108.5)

186.1

(97.5)

()は夫々其本式の係数を100%

23.43

(104.2)

41.17

(102)

92.82

(99.3)

25.47

(113.3)

43.8

(108.6)

96.69

(103.5)

15.97 16.5

(100).(103.2)

31.83

(100)

15.28

(95.5)

80.47180.44

(100)i(99･9)

351.9■ 351.6

(100)i(100)

とした場合の比率を示してゐる｡

l

l

l

〝
〝

〝 戚
l

L カ｢
一〝

ノグ

ノグ'∠
ク ク
l

園

叫

/ / q

｣′ /

ノ′ / /

Kl
/ /

/

机

l

一′r

､. ∴ .､い･
､し

､
∴:

め/わ=花
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基太式に封する相封誤差を5ク左以内と指定すると鶴が

0･8以上の場合に適用可経である｡以上より(24),(25),

･(26),(27)の近似式は究が0.6以上の場合に糖度良く適

用されることが明らかにされた｡

(3)茸用計算表の作製及びその検討

以上述べた賓用計算式を應用する場合､計算の手数を

滅するため(37)～(40)式の係数範疇,範,g3を Ⅵ

=0･60-0･95の範囲で0.01間隔に数値計算し第5表

(次頁参照バこ示した｡倫g｡は挨髄墜力による應力集中

が大きく影響し理論式による計算値と適合Lないため比

第 5 表 疋

0.60

0.61

0.62

0.63

0.64

0.65

0.66

0.67

0.68

0.69

0.70

･0.71

0.72

0.73

0.74

0.75

0.76

0.77

第33巻 第4既

較的箕験値と計算値が近付く傾向にある町が0.8以上の

場合のみを数値計算し第5表に併記した｡筒第5表の結

果を弟15圏に囲京L簡易計算の便に供した｡即ち東園

を用いて内径dmm,外囲かmm,幅わmmの囲環

にPkgの墜稲荷重が加わる場合の主要部分の應力♂1,

♂2,♂8,♂｡を計算するにはd/か=常に封應するgl,g石

g3,g｡を前記第5表或わ第15圃より求め(33)式に

よって簡単に計算される｡第l圏の0.6,%=70.8の場

合の室除値と第5表の数値及び第15凪より 取った敷

値を用いて計算した数値を第6表に一括表示しそれぞれ

の 表
Table5.Calcl11ates Values of Coefficient K.

1 亀

16.50

17.23

18.02

18.86

19.80

20.78

21.89

23.09

24.41

26.02

27.42

29.15

31.1

32.87

35.66

38.36

41.49

44.87

吼

0.78

0.79

0.80

0.81

0.82

0.83

0.84

0.85

0.86

0.87

0.88

0.89

0.90

0.91

0.92

0.93

0.94

0.95

48.75

53.25

58.40

64.39

71,41

79.63

89.46

101.2

115.7

133.6

156.2

185.1

222.9

274.0

345.3

448.9

608.7

873.1

32.98

36.76

41.15

46.28

52.34

59.55

68.28

78.75

91.87

108.0

128.7

155.4

190.8

23乳9

306.8

406.4

560.9

819.3

應 力 計 算 結 果 の 精 匿 比 較
Acc11raCy Comparison of Calculates Values of St.ress.

ヽ

76.60

84.15

92.82

102.9

114.8

128.8

145.5

165.5

190.4

221.0

259.9

309.9

375.3

464.1

588.3

769.3

1049

1514

80.44

89.94

101.1

114.4

130.3

149.5

173.3

202,6

240.0

288.1

351.6

437.7

558.8

736.0

1010

1467



l

を受ける囲=喋の簡易應力計算式の

比率を併記したが第15園から目測した数値を用いても

比較的精度の良い結果が得らわ■る｡

[Ⅳ]結 盲

以上医縮荷重を受ける固執こ誘起する願力の賓用計算

式を曲り究理論より誘導し､光弾性貿駿によりその適懸

性を検討した｡其の結果内径と外径の比､刑が0.6以上

の場合に比較的良く適用される賀田引算式が導かか.叉簡

易計算囲表を作製して 用上の参考資料とした｡

本論文に於て取扱った曲り究理論でほ中立軸の移動に

託てふれていなt･､が､より精密な理論式では常然この禦占

を論ずべきである｡而L筆者等は中立軸移動を考慮した

理論式の場合(5)も討算して･もたが水論文の如く弟が0.6

以上と限窟すると中立軸の移動を考慮せずに計算Lても

その差は誤差として省略出来る程度のものであった｡

攻iこ太論文では平面麿力の閃題として固環の幅わの方

向の影響を無覗しているが 老等がフェノ【ルレジン積

暦管で行った賓験例では外径βに封Lてむ=1.4エ)迄

､-ヾ

と箕輪的検討 269

種々のむの場合で賓験した結果は軍位麿力値に封Lて長

さの影響ほ殆ど認められなかった｡

筒内径と外径の比脱が0.95以上になると荷重による.

欒形が甚しくなり曲り梁理論の仮定が適用出来なくなる

ことが められたので一際太論文では硯が0.95以下の

場合を論じた次第である｡

兼併究はフェノールレジン 暦管の臨時日永標主 規格

制窟常時より着手Lたもので爾来杉田収氏､鈴木前原料

部長､久保原料部長､磯野合成樹脂課長､粂先日祈所長

三浦日研部長の御指導御鞭捷を戴いた＼叉賓験上岩崎勤

君の協力に負う所多く玄如こ深謝の意を表する次第である′
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特許弟18294嘲莞

一般に普通の蓄電器は将

に対して正の滞度係数を

有する｡従ってこのような

蓄 器を同調型周波計に使

用する場合には､温度欒化

によって誤差を生ずる｡こ

の篭明は同調同路の誘導抵

抗に負の温度係数を有する

ものを使用し､ニれによつ

て薔 器の温度 るよ仙

誤差を相殺Lたものであ

る｡負の渇度係薮を有する

特許第183327流

この著明こま二偶のレバー

の中心を支持枠に夫々相封

Lて梅薫L､その上端には

極を撰堅してこれを法り

出すための迭り草を設け､

相封するレバー下端の室際

部にほ等遽三角形の駒を浮

動的に墜久し､これによつ

て逸り革に電極を挟堅すべ

き力を興えるようにしたも

のである｡従って迭り亭の

萌墜力には適宜の曙力性を

蓄電

周 計

鉄也

整磁鋼

熔接機の電極法り装置

甘し

▼

療 末 曽

宮 崎 幸 雄

誘導抵抗としてほヽ鏡心の

一書酎こ温度上昇によって導

磁 を減少する整磁鋼を介

挿すれば杏易にその目的を

達することができる｡

(田中)

山 家 正 道

横 円 直 中

田.渾 阜

附興させることができると

同時に､撰墜力の呪弱の如

何iこ拘らず茂り革は電極を

常に中性位置に保持させる

ことがでを片方に偏するこ

とがなく､従って電極を常

に固滑に遜り出すことがで

きるという侍便宜有するも

のである｡(田中)




